
岩手県立中央病院がん化学療法科(大腸 )

患者名 (漢字 ) 身長 Cm

担当薬剤師

体重 kg

主治医 体表面積 ａｍ

K身長・体重を入力すると体表面積は自動計算されます

スケジュール

1・ 8・ 15・ 22・ 29・ 36・ 43

day l日 15・ 29

アービタックス注

トポテシン注
蔵ア=ビタックスは1週間毎、トボテシンは隔週で3回投与3

初回のみアー +

R ID 職 早 万 法 |

血管確保 生食:50mL *点滴終了後残りでラインをフラッシユ

① レスタミンコーワ錠(10mg)5T 内服

② ヲカドロン注(8mg)lV+生食5鈍止 15分点滴静江

③
アービタックス注100mg 【  】V
+生食: 100mL(アーヒ・タックスの容量分を抜き取Q

1時間点滴静注

(初 回のみ2時間点滴静注 )

④

…

注液シリンシ
°
(3mυ l本 +生食50mL 15分点滴 静 江

⑤

トポテシフ注(100mg)  【  】V
トポテシン注(40mg)  【  】V

+ 5%ブドウ糖液250mL
90分点滴静注

投与スケジュール(トポテシン“あり")

初回のみアービタツクス注100mg【  】V+生食200mL(アーヒ
゛
タックスの容量分を抜き取る)

※インフューシヨンリアクシヨンが発生 場

(外来)1部カルテに順り、

(入院 )1部カルテに貼り、

与スケジュール(ト シン“なし

R● 1肥|"内1容| 投与方法

血管確保 ■食50mL *点滴終了後残りでラインをフラッシユ

① 口戸要再石一ワ錠(10mg)5丁 内 服

②
ァー函 ックス注100mg 【  】V
十生食 100mL(

1時間点滴静注

勇 |―リコ`ノ117タションが発生した場合 次ヽ回よリデカドロンの併用を考慮する

与予定日・
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年
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l-if,7tz>D トボテシンロ l-rl{7trlJ Frl{7r)U l-tl{7:/)tl FdrTr)Ll l-rl{7r)U

ンフユージヨンリアクシヨ:

*投与中は′`イタ′レサインチエックする。

仝提出。指示変更の都度発行する。


